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Y’s ホーム ハイホー 共同生活援助（グループホーム） 

身体障がい、発達障がい、知的障がいのある男性 7 名が生活しています。 

グループホームは、近年特に地域に開かれた運営が求められるようになっています。 

Ｙ‘ｓホーム ハイホーは開設直後から町会に加入し、これまでも町会の防災訓練に

参加したり、ハイホーの防災訓練に町会の方に参加して頂いたりしてきました。 
 

今回、町会が初めて開催したイベントにハイホーも声をかけて頂き参加してきました。 

 

2024年 12月、高島平一丁目町会が主催するイベント「高一マルシェ」に、ハイホーの職員 2名と利用者 

1名で参加しました。このイベントは、地域住民や地元団体が集い、手作り雑貨や食品の販売、ワークショッ

プなどを通じて交流を深めることを目的としています。 

当日は強風が吹き荒れる中、小学校の校庭に設けられた会場は多くの来場者で

賑わっていました。私たちは、系列事業所「Y’s コート ゆい」で製作したアク

セサリーや日用雑貨を販売。ブースには多くの方が足を止め、「かわいいですね」

「どうやって作ったんですか？」といった声も寄せられ、ゆいの利用者の努力や

創造性が地域の方々にしっかりと伝わっていることを実感しました。 

売り子として参加したハイホーの利用者からは、「町会のイベントに参加する

のは初めてだったけど、地域の方と交流できてよかった。チャーシュー丼など、

美味しいものもたくさんあって楽しかった」と感想がありました。 

このようなイベントへの参加は、地域における障がい理解の促進だけでなく、

職員にとっても多くの学びや気づきにつながる貴重な機会です。今後も継続的に

参加し、地域とのつながりを深めながら、より開かれたグループホーム運営を目

指していきたいと考えています。            （世話人 木内 学） 

 

 

 

私はこれまで医療情報の IT に携わってきました。実際の現場体験をしてみるべくハイホーで週 1 回(火曜

16 時～水曜 8 時)の宿直を始め早 3 年になりました。 

週 1 回勤務のため、出勤すると 1 週間の記録ノートを参照し理解することから始めます。分からない事や

新規の事がある時はペアを組む常勤職員に確認します。 

最初は 7 名の茶碗や箸の区別に慣れるまで苦労しました。若手男性 7 名(車椅子使用者 3 名、他 4 名)を夜間

は 2 名の職員でサポートしています。私は主に車椅子使用者の入浴介助と洗濯、風呂掃除等を担当していま

す。 

7 名はそれぞれ個性があり接するやり取りの中で変化が見られたりするとサポートする側はとても嬉しく

なり、やりがいを実感します。そのことをしっかり伝え理解してもらえると本人も自覚して更なる変化が期待

できます。サポートをする際に、本人の要望にどこまで対応し、改善してほしい点をどこまで指摘するべきか、

本人の自主性をどこまで見守るかいつも考えながら勤務しています。       （生活支援員 吉田 俊雄）  

特定非営利活動法人東京ＹＷＣＡ福祉会 
<事務局>〒174-0043 板橋区坂下 1-34-25 公益財団法人東京ＹＷＣＡ

板橋センター内  TEL03-5914-1854 FAX03-5914-1852 

URL https://ywca-fukushikai.tokyo/ 

2025 年 8 月 

18 号 

 

職員の声 



 
坂下ゆい商店 

 
ブローチ・ブレスレット 

・アクリルたわし他 販売中 
 

「吸い取るゾウ」好評販売中 

普段のお料理の油処理に！牛乳パックを 

再利用したエコな商品です 

Y’s コート ゆい 就労継続支援 B 型（働く場） 

発達障がい、知的障がいのある人々の「働く場」Y’s コート ゆいは 17 名が在籍し、カフェ JOY、受注作業、

自主生産品作りと販売などの仕事をしています。 
 

Y’ｓコート ゆいでは、今年度に入り 2 名の利用者が入所され、現在 17 名の利用者がいらっしゃいます。 

お二人ともすっかり馴染まれ、ゆいに溶け込んでいるように思います。また、今年度は特別支援学校の実習生

が現時点で 4 名いらっしゃいました。まだ高校 3 年生で、とても緊張されていたと思いますが、ゆいの利用者

の皆さんはそんな実習生の皆さんにも優しく接してくださっていました。朝から明るく挨拶や声掛けをした

り、実習生が困っている時に教えてくださっている姿を拝見し、心がとても温かくなりました。そんな気遣い

のおかげで、実習生の皆さんは 5 日間とはいえ、ゆいで過ごすことを楽しんでくださっているようでした。誰

でもすんなり仲間として受け入れることができることは、ゆいの利用者の皆さんのすごい所だと改めて思い

ました。そうしたゆいの良さが先輩から後輩へと引き継がれていくと良いなと感じています。 

また、作業は今年度も紙ちぎり（「すいとるゾウ」の材料）、刺し子、刺繍、ブローチ作り、編み物等を行っ

ています。バザール等での販売も利用者の皆さんが頑張ってくださっておりますので、ぜひお越しいただけま

すと幸いです。                             （生活支援員 久保 愛穂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これらの収益が「Y’s コート ゆい」利用者の工賃(お給料)になります。応援をお願いします！ 
 

＜今後のバザール予定＞ 

「坂下ゆい商店」の商品（ブローチ・刺繍作品・編み物作品・吸い取るゾウ etc.） ・中古衣料、雑貨を販売します。 

ご来店お待ちしています！ 

◆カフェ JOY 9 周年感謝ウィーク 9 月 8 日（月）～9 月 12 日（金） 

9 月 21 日にカフェ JOY は 9 周年を迎えます！記念してバザールを開催します！ 

◆東京ＹＷＣＡ 板橋センター オープンデー 11 月 16 日（日） 

◆クリスマスミニバザール 12 月 1 日（月）～12 月 5 日（金） 

※物品寄付をご検討くださる方は、事前にお問い合わせください。 
 

＜「坂下ゆい商店」の商品は、以下のところでもお買い求め頂けます＞ 

都営三田線「高島平駅」 
「スマイルマーケット高島平駅ナカ店」（西口改札外）にて 

常設販売しています。（開店時間：平日 11:00～19:00） 

KURUMIRU（くるみる） 東京都庁店（パスポートセンターそば）他 常設販売です 

板橋区役所 1階ロビー 
「スマイルマーケット」に毎月第 4 水曜日 11:30～14：00 に 

出店しています。 

 
軽作業ご依頼ください 

 
封入・シール貼り・ 

ＤＭ等挟み込み、分別 etc. 

承ります。 

カフェＪＯＹ 
 

お弁当・プチデザート販売 
 

月～金（祝日お休み） 
11 時３０分～13 時 30 分 

（完売になり次第終了） 

※店内イートインスペース有 

紙ちぎり作業の様子。牛乳パックを手でちぎって
いるので、よく毛羽立ち、油をよく吸います！ 



＜2024 年度事業報告＞ 2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

事業名 Y’s コート ゆい Y’s ホーム ハイホー 

事業内容 

2024年度は、開設 8周年を迎えた就労継続支援 B型事業所「Y’sコート ゆい」、障
がい者グループホーム「Y’sホーム ハイホー」の運営に当たった。運営に当たって
は、インフルエンザ、新型コロナウイルス等の感染症予防に留意した。 

「Y’ｓコート ゆい」では、発達障がい、
知的障がいのある利用者(年間平均実人数 12

名)へ、「カフェ JOY」での作業、受注作業、
自主生産品の作成作業を通して、就労に必要
な支援を行った。 

カフェ JOY での弁当販売の他、カフェ JO

Y の店先で定期的に開催したバザールや、出
店したイベントにおいて自主生産品等を販売
し、利用者の接客訓練及び工賃の確保に努め
た。また、利用者が就労や社会生活で必要とな
る技能を得ることを目的に、SST(ソーシャル・
スキルズ・トレーニング)を行った。利用者ミ
ーティングで準備を進め、ボウリングやクリ
スマス会等のレクリエーションも実施した。 

「Y’s ホーム ハイホー」では、身
体障がい、知的障がい、発達障がいのあ
る 7 名の入居者の生活支援に当たった。
月１度の職員会で綿密に情報共有して
支援に当たり、家族や関係機関との連携
も丁寧に行った。 

地震、水害等様々な状況を想定した避
難訓練を定期的に行った。 

デリバリーを利用した寿司パーティ
ー等、利用者の自主的な活動が行われ
た。 

町会主催のイベントに参加するなど
し、地域との連携を進めた。 

利用者数 12.5 名(1 日平均利用者数) 7 名 

職員数 

(3 月現在) 
10 名 8 名 

（内訳） 

施設長：1 名（Y’s ホーム ハイホー兼務） 

サービス管理責任者：1 名(常勤) 

職業指導員：7 名(常勤 1、非常勤 6) 

生活支援員：1 名(常勤) 

施設長：1 名（Y’s コート ゆい兼務） 

サービス管理責任者：1 名(常勤) 

世話人：2 名（常勤 1、非常勤 1） 

生活支援員：4 名(常勤 1、非常勤 3) 

事業費(費用)

の金額（千円） 
２９，３０２ ３０，０３８ 

 

＜2025 年 7 月 30 日 総会報告＞ 

出席者数：出席者 8名、委任状 14名 

＜正会員数 25名＞ 

時間：10時 30分～12時 15分 

以下の議案について審議を行いました。 

・2024年度 事業報告および決算報告 ⇒承認 

・2025年度 事業計画および予算 ⇒承認 

・次期(2025年度～2026年度)役員選任 ⇒承認 
 

＜理事長交代のお知らせ＞ 

総会終了後に開催した理事会において、理事長・副理事長が以下の通り選任されました。 

理事長 ：栗林(坂口) 和子  副理事長 ：大澤 千佳子 

 

  Y’s ホーム ハイホー 夜勤または遅番・宿直スタッフ募集中！ 
 

仕事内容：入居者の生活支援 
（車いす利用者の入浴、排せつ、移乗の介助、朝食の提供(半調理品)、朝の支度の手伝いなど) 

勤務時間：16 時～翌 8 時 

＊夜勤は 22 時～5 時の間に休憩 1 時間。交代で仮眠を取ります。 

＊遅番・宿直は 22 時～6 時が待機時間。睡眠や勉強に充てられます。 

 

※学生の方、シニアの方歓迎 ※週 1 回～の勤務 OK  

※木曜夜～金曜朝できる方を特に求めています 

※入居者がホームにいる時間は 2 名体制で支援に当たります。 

※研修を丁寧に行いますので、初めての方も安心して働いて頂けます。 

 
詳しくはお問い合わせください。 事務局（TEL ０３―５９１４―１８５４） 

総会での承認を受けた役員（理事・監事）は以下の通りです。 

＜2025 年度～2026 年度 理事監事＞ 

任期：2027 年開催の総会まで 

理事 10 名 ★印：新任 

池上 三喜子 市川 由美子 大澤 千佳子 坂口 和子 

軽部 真理子★ 田中 孝代 土岐 祥子 新田 和子 

八束 嗣也 横田 千恵子 

監事 2 名 今 悦子 蛯原 まゆみ 



 

 募金活動のお礼  

多くの方から温かいご支援を頂きました。心より感謝申し上げますとともに、ご報告申し上げます。 
 

2024 年 12 月 1 日～2025 年 7 月 31 日の期間にご寄付頂いた皆様（敬称略・五十音順） 

個人 物品寄付 

石井 須美子 

榎本 清子 

蛯原 まゆみ 

大庭 幸 

岡 榮子 

小原 優子 

柏木 妙子 

葛生 禎子 

鈴木 正子 

和田 稲子 

渡辺 美智子 

 

黒田 正純 

楠本 淑子 

佐々木 昭子 

関根 喜美子 

中條 美智子 

堀川 素子 

三嶋 蓉子 

 

 寄付金合計： 257,000 円                            

Y’s コート ゆいのミニバザールのために、近隣にお住いの方も含め多くの方から新品雑貨等の 

ご寄付を頂きました。 
 

ご支援をお願いいたします  

○NPO 法人東京ＹＷＣＡ福祉会の会員になる⇒屋台骨である、組織を支えることにつながります。 

  ＜会員の種別＞ □正会員(個人) 年会費 3,000 円 

□正会員(団体) 年会費 5,000 円 

□賛助会員(個人・団体) 年会費 1 口 2,000 円 

  ＜入会方法＞ 入会申込書の提出と、年会費のお支払が必要となります。 

         事務局までお問合せください（TEL 03-5914-1854） 

○ご寄付のお願い 障がいのある人々の「働く」と「暮らす」を支援する事業を支えるために、 

温かいご支援をお願いいたします。 
 

 ＜方法＞ 【現金】 事務局(東京ＹＷＣＡ板橋センター内)にてお受けします。 
 

【銀行振り込み】 ・東京信用金庫 志村支店（普）４０６２５６７ 

・三菱 UFJ 銀行 志村支店 （普）０１９４００８ 

・ゆうちょ銀行 １００１０ ３１１０８３１１ 

口座名義：「特定非営利活動法人東京ＹＷＣＡ福祉会」 

トクヒ）トウキョウ ワイダブリューシーエー フクシカイ 

＊お振込みの場合、払込時の控えをもって領収証に代えさせて頂きます。 

寄付金控除制度の活用をお考えの方は、お振込の前に事務局までお問い合わせください。 

 

コラム『一粒の麦』 

東京ＹＷＣＡ福祉会は法人設立して 10 周年になります。グループホーム「ハイホー」が 2016 年 2 月に、同年 

9 月に就労継続支援 B 型「ゆい」が開所し「カフェ JOY」が開店しましたので、来年はそれぞれ 10 周年を迎えます。 

ハイホーは定員 7 名で 1 人の方が退所し新しい方に代わりましたが、6 人の方々が開所当初から住んでいます。

スタッフも開所から変わらず働いておられる方、開所の年の半ばからの方、大学の授業で「ゆい」に来たことが 

きっかけで就職された方など、利用者と同じように職員も長く、共に「ハイホーは私のもう一つのお家」として 

快適に過ごすことができるよう努めています。 

ゆいは定員 20 名のところ 1 名でスタートし、現在は 17 名、来年 4 月から入所を希望する新卒者がいるとのこと

で、定員を満たすことになりそうです。この間、5 名の方が企業に就職されたり、様々な理由で他の施設に移られ

る方々もいました。カフェ JOY は新型コロナの影響を受け、山あり谷ありの 9 年でしたが、固定客も増え地域の方々

のおなかを満たす場となっています。 

この 10 年変わらず続けられていることに、ハイホーの 2 か月に 1 回の避難訓練と、ゆいでのほぼ 

毎月の SST 研修（ソーシャル・スキルズ・トレーニング）があります。講師の熱心な指導のもとで行わ

れる、いずれも利用者、職員の共同作業です。 

一粒の種（福祉会）の成長を温かく見守り、祈り支えてくださった多くのみなさまに感謝し、法人 

設立 10 周年にあたりわずかですが報告とします。              （理事長 坂口 和子） 

お振込みの前に、 

寄付申込書をお送り頂くか、

ご一報くださいますよう 

お願い申し上げます。 

※正会員は、総会における議決権が

あります。 

※会員は、年度制です(4/1～3/31)。 


